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対馬市環境基本計画」～物語で描く島の将来環境像～
株式会社プレック研究所 辻阪吟子・村瀬俊幸・米塚佐世子

対馬市は，島の約90％が森林に覆われるなど豊かな

自然に恵まれているとともに，古くからの大陸との交

易による独自の歴史・文化に彩られた島である。しか

し，一方で，高度経済成長による生活様式の変化，過

疎化・高齢化の著しい進行等により，森林の荒廃や地

域社会の衰退が問題となっている。このような中で，

対馬市では，平成23年に，「今まで以上に森・川・里・

海が連環し環境に配慮した持続可能な社会経済活動を

推進するとともに，人とツシマヤマネコをはじめとす

る野生動植物が共生できる島づくりを目指し」て環境

基本条例を制定している。本業務は，この条例に基づ

いて，市の環境施策の基本となる環境基本計画を策定

するものである。

私たちは，環境基本計画策定を，市民による環境ま

ちづくりの第一歩と考え，目指すべき環境像（環境の

将来像）を市民にいかにわかりやすく示し，共感が得

られるかが重要と考えた。そこで，環境の将来像を物

語風に描くという，物語計画手法を採用した。
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物語で描く島の環境の将来像―2025年森の姿（対馬市環境基本計画 概要版より)
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物語計画手法においては，できるだけ市民自身の言

葉で将来像を描くことを目指して，市民アンケートに

よって「残したい自然・風景」を調査するとともに，

市民へのインタビュー調査を実施，そこで得られた言

葉をもとに物語を作成した。インタビュー調査では，

環境と社会・経済を一体的にとらえるという考え方の

下に，特に生業，暮らしの面に着目，農業者，漁業者，

観光業者，主婦，教育関係者等を中心に先導的な取組

を行っている市民10名のインタビューを行ったが，そ

の成果が計画の骨格を形成するものとなった。

さらに，将来像を単に物語風に描くというだけでな

く，10年後の市民へのインタビュー形式で構築する，

これを計画の冒頭にプロローグとして位置付けるなど

の工夫を行ったことで，市民に読まれる計画づくりが

相当程度達成できたと考えている。
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作 品 概 要

作 品 名：「対馬市環境基本計画」

～物語で描く島の将来環境像～

対 象 地：長崎県対馬市

発 注：長崎県対馬市

事業目的：対馬市環境基本条例に基づき，環境の保全及び創造

に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため

の基本的な計画として，環境基本計画を策定する。

事業体制：株式会社プレック研究所行政計画部

事業期間：平成24年10月～平成25年３月

事業規模：対馬市全域

作 品 評

この作品は，市の環境基本計画の内容について，市民アンケー

トや市民インタビューの結果から，「10年後の仮想市民の言葉で

語る」という独創的な手法で，目指すべき将来像を描いたもの

である。方言も交えた市民の言葉で，イラストを多用して物語

風に描かれた内容は，市民に親しみを持って迎えられ，理解さ

れやすいものになったと考えられる。また，単に環境だけの問

題ではなく，社会・経済的側面との両立の上で，姿を描いてい

るため，受け入れやすいものとなった点が評価された。

多くの環境基本計画は，行政計画の一環として行政内だけの

資料となりがちで，なかなか一般化されにくいのが現状である

が，本成果は，これに対し，本文内も図版が多用され，解りや

すく，親しみやすいように工夫されている。

計画の考え方と施策

対馬の環境将来像全体イメージ図

2025年川の姿 2025年まちの姿

2025年里の姿 2025年ひとの姿 多島海の景観

2025年海の姿

ツシマヤマネ
コの生息環境
に配慮して栽
培されたツシ
マヤマネコ米


